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1．はじめに〜背景と目的〜
　近年、市場のグローバル化とアジア経済の台頭、日本文化への世界的評価の高まりなどを背
景として、国内各地域において地域資源を基盤としたビジネス（「ローカルビジネス」）において、
アジアを中心とした国外への事業展開（「グローバル展開」）の動きが活発となっている。こう
した動きは、中小企業のグローバル化の一形態ではあるものの、明治初期からの総合商社、地
場買継、家内手工業を中心とする生糸・絹織物等の輸出や、1970 年代まで多くみられたカメラ、
双眼鏡等の輸出型中小企業群、あるいは大手企業の海外進出に伴う一次・二次下請企業群の海
外展開などとは内容を異にしている。すなわち、特定地域の特徴、地域性を前面に押し出した
製品・サービスのグローバル市場への展開である。特に、近年は、清酒などの伝統的飲食品、
漆製品などの工業製品、地域独特の織物製品、地域の飲食業など、地域に密着した比較的小規
模な企業がグローバル市場へと展開している事例が目立つ。こうした新たにグローバル化する
ローカルビジネス、すなわち本研究でいうところの「グローカルビジネス」には、従来のビジ
ネスとは異なるグローバル化プロセスや戦略、経営課題があると考えられる。
　グローカルビジネスに関連した研究の多くは業種別研究であり、グローカルビジネスのマネ
ジメント研究として統合されたものは見受けられない。本報告を含む今後の一連の研究は、こ
の「グローカルビジネス」を研究対象として、従来のビジネスとは異なる、グローカルビジネ
ス独自のマネジメントに関する諸課題をについて考察していくこととしたい。
2．グローカルビジネスの構成要素
　隣接する企業研究の分野では、グローバル企業研究の一方、「地域ビジネス」を対象とした
ものも多く存在する。ここで「地域ビジネス」とは、一般的に「地域が抱える課題を、地域資
源を活かしながらビジネス的な手法によって解決しようとする事業」をいう。「地域性＝ロー
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カル」のもう一つの重要な要素は、市場ではなく、製品・サービスのあるいはそれを提供する
企業そのものの「発生地」「存立地」たる地域の特徴や地域性であろう。この典型的な形態は「地
域資源」の活用である。地域資源とは、自然資源のほか、特定の地域に存在する特徴的なもの
を資源として活用可能な物と捉え、人的・人文的な資源をも含む広義の総称であり、2007 年 6
月施行の「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律（中小企業地
域資源活用促進法）」では、①農林水産物、②鉱工業品及びその生産技術、③観光資源を「経
営資源の 3 類型」としている。「グローカルビジネス」のうち「ローカル」の要素は、こうし
た地域資源にみることができる。さらに、当該ビジネスにおける「地域によるガバナンス」も
地域性を示す重要な要素であろう。
　本研究では、「グローカル」のうち、「グローバル」はグローカルな市場への展開、すなわち製品・
サービスの着地（消費地）がローカル（狭い範囲の地域）やドメスティック（自国内）だけで
はなくグローバルへと広がっていることを要素とする。あわせて「ローカル」は、前述のよう
に、発地（資源や特性を生み出す所在地）がローカル（狭い範囲の地域）に由来するもの、す
なわち「地域資源」を活用していることを要素とする。
　さらに、「グローカル」の主体を「企業」単位で捉えるのではなく「ビジネス」単位で捉える。
これにより、地域の中小企業が企業レベルでみたときには「グローカル化」と呼べる段階でな
いが、たとえばビジネス（事業）単位ではグローカル化について「戦略を持って」実施してい
るビジネスについても研究の対象とする（図表 1）。こうしたことから、本研究における「グロー
カルビジネス」とは、「地域資源を活用した製品・サービスによってグローバル市場へ展開す
るビジネス」と定義される2。既存の中小企業においても、近年、グローバルな市場をターゲッ
トとして、地域資源を活用した製品やサービスを開発・事業化する事例がみられ、こうした動
きは地域振興にも重要な役割を果たしている3。
図表	1　グローバルビジネスの概念整理
ビジネスの資源・特性
（ローカルな）
地域性なし
（ローカルな）
地域性あり
ビジネスの
ターゲット
市場
（消費地）
ローカル
またはドメスティック（国内）
国内ビジネス 地域ビジネス
グローバル
またはローカル＋グローバル
グローバルビジネス グローカルビジネス
（資料）筆者作成
2 「戦略を持って」という意味は、単発あるいは偶然に海外から受注があり海外市場へ販売するビジネスは含まない。
あくまでも「海外市場を開拓する」意図と一定の戦略を持って海外に展開しているビジネスに限定する。
3 グローカルビジネスの範囲に含まれるかどうかで今後議論されるべきものはいくつかある。ひとつは、間接輸出
である。もうひとつは、地域の観光資源を掘り起こして外国人向けの観光ルートを開発したりする「インバウン
ドビジネス」である。こうしたビジネス形態において、FDI や FDE を行う地域ビジネスと共通点が多いのかどう
かが、今後、こうしたビジネスを含めて考察していくのかどうかの大きなポイントであり、検討の余地がある。
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3．台頭の背景
　グローカルビジネス台頭の背景はいくつかある。この背景を需要側である市場の変化と、供
給側である企業の戦略の変化に分けて挙げる。
3.1　市場の変化
　市場の変化としては、第一にアジアの経済成長による海外需要の高まりを挙げなくてはなら
ない。特に、日本に近い中国など東アジアの成長は、日本製品などへの需要を喚起し、グロー
カルビジネスのビジネス機会を広く提供している。中国、インド、NIEs、ASEAN5 の GDP は、
2010 年から 2018 年までで 2 倍以上に膨らむと見込まれている。さらに、国内市場の成熟、低
成長も海外市場に目を向けていく大きな理由となろう。また、「COOL JAPAN」に代表され
るような日本文化への注目・評価もグローカルビジネスを後押ししている。
　第二に、海外市場開拓の「ハードル（障害）」が相対的に低下していることが挙げられる。
言い換えれば、海外市場にアプローチできる土壌ができつつある。例えば、金融面でも、ソフ
ト支援の面でも国や JETRO 等が様々なバックアップを行うとともに、中小企業の海外進出事
例も蓄積され、そこでの課題解決方法やノウハウも様々な媒体を通じて共有されつつある。こ
うしたことから、海外市場開拓は、従来よりも中小企業にとって取り組みやすい課題となって
きているのは確かであろう。
3.2　企業の戦略の変化
　次に、背景となる企業の戦略の変化を挙げる。第一に、国内市場では成熟化した製品・サー
ビスでも、未開拓市場では十分にビジネスが成立することが、グローカルビジネスの背景にあ
る。たとえば、日本酒は、国内では低迷している一方、輸出は順調に伸びている。さらに、国
内市場では価格競争が激化したり、市場が成熟化したりして需要が伸び悩んでいるようなビジ
ネスでも、海外市場に活路を見いだし成長しているケースもある。
　第二には、国内市場では競合が多く、独自の戦略ポジションが確立しにくいのに比べ、現時
点では海外であれば競合が限定されており、こうしたポジションが確立しやすいことも、グロー
カルビジネスが増加している背景にある。前述のとおり、グローカルビジネスは地域資源を活
用したビジネスであり、その地域資源を主な差別化要素としている。こうしたローカルで培っ
た差別化要素は、国内市場よりもグローバル市場のほうが強い独自性と認識され、競争力につ
ながる。例えば、「水のように飲みやすい」という差別化要素は、国内市場では複数の日本酒
が有しており、国内市場では、唯一の存在となりにくい。一方、まだ市場で出回っている日本
酒の種類が少ない海外市場では、こうした特性が事業の差別化要素として相対的に大きな価値
を持つことになる。ここに着目することにより、海外では差別化による競争優位がより強く打
ち出せる可能性がある。
　第三には、国内市場だけでは事業成立に十分な需要は見込めない、あるいは見込めなくなっ
た製品やサービスが、海外を含めれば、事業成立に十分な需要が見込まれることがある。どの
ような事業でも、初期投資や固定的投資がある限り、一定規模の需要がなければ事業として成
立し得ない。このとき、国内需要が減少し、閾値を下回れば倒産・廃業に追い込まれる可能性
が高まる。こうした中、市場を広くグローバルに求めることで、事業成立の閾値を達成できる
可能性がある。
　第四に、海外の文化や生活習慣、商習慣により、国内市場あまり意識されなかった製品やサー
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ビスの新たな顧客価値がグローバル市場で見出されるケースがある。例えば、日本製の「消せ
るボールペン」が、海外では刺繍用のマーカーとして使用されている。また、日本の伝統的な
建築材料のひとつである焼杉は、日本では防火機能を強調しているが、欧州では、焼き色のグ
ラデーションの美しさを強調する住宅建材として活用されている例がある。
4．視角と展望
　昨年度の予備的調査及び本年度の調査4により、グローカルビジネスの事例を把握した。こ
うした事例の共通点をみると、グローカルビジネスは、従来のビジネスとは異なる特徴をいく
つか有する。ひとつは、地域資源を活用し、地域性を差別化要因としていることである。もう
ひとつは、手掛けるのは中小企業が多く、その多くは国内市場では他社との競争の中で埋もれ
ているものの、国外では高い評価を得ていることである。
　あわせて、グローカルビジネスに内在するマネジメント上の主たる共通課題もある。第一に、
地域資源活用・地域性を差別化要因とし、その差別化要素が海外市場で評価されるものの、十
分な需要を掘り起こせず、採算がとれないケースが生じることである。第二に、差別化要素で
ある地域性由来の特徴を弱めて海外市場で十分な需要を掘り起こそうとすると、競合製品・サー
ビスとの激しい競争に巻き込まれることである。そして第三に、国外で評価の高い製品・サー
ビスを製造するものの、多くの企業では規模が比較的小さく、グローバル展開を推進する、あ
るいはマネジメントを行う人材が不足していることである。
　現時点では、グローカルビジネスという新たな概念を使用して、地域資源を活用したローカ
ルビジネスがグローバル化するプロセスに必要なマネジメントを研究する「入口」を示したに
過ぎない。グローカルビジネスについては、実態も研究として体系的に把握されていないばか
りか、マネジメント研究、キャリア研究も蓄積されていない。また、本報告で示した研究視点
は定まったものであるともいえる状況ではない。今後は、順序立てた研究の蓄積が必要となろ
う。例えば、グローカルビジネスの実態把握からスタートして、グローカルビジネスの概念明
確化と特性の抽出、ローカルビジネスのグローカル化プロセスの解明によってグローカルビジ
ネス特有のマネジメント理論がある程度の確立をみることになると考える。
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